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 地域医療連携センター 
   

 東北労災病院では、医療連携を積極的に推し進めています。医療連携を簡単に言えば、患者さんがよりよい医療を享

受でき、その後の療養生活をよりよくすることを支援するシステムです。そして、患者さんの立場での問題解決と医師

間そして医療･介護施設間での緊密な連携を進め、患者さんやご家族の方々が安心して利用できる機関として、地域社

会に貢献して行きたいと思います。その役割を担っているところが、地域医療連携センターです。具体的な仕事として

は、患者さんの外来予約をサポートする、診療所（開業医）から精密検査や専門・重症治療のため当院へ紹介すること

を円滑にする、当院での治療により病状が安定化すればかかりつけ医へ紹介（逆紹介）する、退院後の在宅での療養に

ついてサポートする、引き続き入院を要するときは治療方法に見合った他病院へ紹介する、介護老人保健施設あるいは

特別養護老人ホームあるいは各種老人ホームなどの介護施設へ紹介する、などの支援を行っています。がんなど病気に

悩む患者さんがどのような医療機関で治療したらよいのか、医療費あるいは病院に対する希望や苦情などの相談も行っ

ています。事務担当が3名、退院調整看護師3名、ケースワーカーが2名の体制で担っております。 

 今、患者さんは2人の主治医を持つことが得策と考えられます。急性期疾患への当院主治医だけでなく、主に診療所

医師であるかかりつけ医を持つことです。かかりつけ医とは、日頃から健康相談ができる、病気になったとき初期の医

療を行う地域の診療所や医院の医師のことです。かかりつけ医を受診し、診察の結果、専門的な検査・診察や入院が必

要と診断された場合は、「東北労災病院で受診」というように、連携診療によって継続的な診療を受けていただきま

す。当院での受診の際は、かかりつけ医からの紹介状をお持ちください。なお、当院では整形外科、糖尿病代謝内科、

眼科、歯科の診療科を初診で受診される方は、紹介状が必要となります。また、当院での診療が終了し、地域の医療機

関に戻られる場合は、これまでの治療経過を記載した「紹介状」を医師からお渡しします。当院と密接に関係している

かかりつけ医として紹介しやすい登録医制度があります。当院のホームページからも「登録医」の検索ができます。皆

さんも、どうぞお気軽に連携センターにお立ち寄り、あるいは電話相談などいただければありがたいです。 

労働者健康福祉機構 東北労災病院 
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１ 

～病院の基本理念～ 
満足と納得が得られる医療の実践 

～ 基本方針 ～ 

●患者さんの安全と安心を第一に考える医療を実践します 

●患者さんの権利を尊重し、思いやりのある医療を実践します 

●科学的根拠に基づく質の高い医療を提供します 

●地域の方々と勤労者の健康管理を支援します 

副院長 徳村 弘実  

●地域医療支援病院 

●地域がん診療連携拠点病院 

●災害拠点病院 

●臨床研修指定病院 

●日本医療機能評価機構認定病院 



２ 

 腫瘍内科の 

               ご紹介 

 東北労災病院・腫瘍内科部長 

    丹田 滋 

○聞き慣れない科の名称ですね、腫瘍内科とは。ひと言で言えば悪性腫瘍（がん）

の患者さんを診療して適切な治療をするための診療科です。「治療」の方法として

は、いわゆる抗がん剤もありますし、がんによる症状があれば痛み止め（鎮痛薬）

などを使うこともあります。必要があれば他科の医師と相談して手術や放射線治療

を施すこともあります。緩和ケアの専門医が常勤していない当院では、緩和ケア

チームや緩和ケア病床のお手伝いもしています。 

○東北労災病院ではすべての抗がん剤治療を腫瘍内科で担当するわけではありませ

ん。消化器がんの方は外科や消化器内科、肺がんの方は呼吸器内科、泌尿器がんの

方は泌尿器科で担当することが多いです。そうした方も外来通院して点滴治療する

場合には「外来化学療法センター」でお会いしています。お気軽に声をかけて下さ

い。本紙でも紹介されているように同センターが本年（2014年）10月に移転しま

す。ベッド数が増えますので今までより点滴開始までの待ち時間が少し短くなるか

も知れません。センターのスタッフは一層はりきっています。移転前後はなにかと

ご迷惑をおかけするかもしれませんが、今後ともお気づきの点はご指摘下さい。 

○最後に東北労災病院・腫瘍内科の目標を記します。 

１．話がわかる腫瘍内科  

２．痛くない（苦痛が少ない）がん治療  

３．標準治療を地元で 

 適切な診療のための受診には、かかりつけ医（現在の主治医）からの紹介状が必要

だと考えます。かかりつけの先生あるいは当院・がん患者相談支援センターにご相

談下さい。 

    【東北ろうさい病院・掲示板】  
     ■紹介状持参が必要となります。 

      整形外科・糖尿病代謝内科・眼科・歯科（予約制）を初めて受診する方・予約票をお持ちでない方（前回の受診から半年位が目安です。）は 

     紹介状が必要となります。当院は急性期病院（緊急・重症な状態にある患者さまに対して入院・手術・検査など高度で専門的な医療を提供す 

     る病院）です。紹介状があれば病歴・検査結果等の把握ができ効率的な医療を受けられます。 

     ■症状の安定した患者さまは、かかりつけ医へ紹介します■ 

      当院で検査・診断・治療をおこない症状が落ち着いたあとは、紹介元へ逆紹介をし、そこで継続して治療をお願いする場合もあります。かか 

     りつけ医から当院での診療が必要とされた場合は対応いたしますのでご安心ください。 

      クリニック・診療所と病院が連携しており安心した医療を受けられます。 



３ 

   
        がん化学療法看護 認定看護師 片谷 憲子 

 皆さま、こんにちは。 

当院は地域がん診療連携拠点病院の指定を受けており、多くのがん患者さまが

外来通院や入院をされています。がんの治療には外科治療（内視鏡治療を含

む）、放射線治療、化学療法（薬物による治療）があります。以前は化学療法

では長期の入院が必要でしたが、治療薬や投与方法などの進歩により、多くの

場合外来通院での治療が可能となりました。 

 当院では平成16年に化学療法センタ－を開設し、現在200人/月の患者さまが

外来通院で点滴治療を行っています。 

 このたび平成26年10月から、より一層外来通院での化学療法の充実を目指

し、現在の化学療法センターが移転することになりました。 

新しい化学療法センターは、ベッド11床とリクライニングチェア3床に増床し、

各ベッドにはテレビが備え付けられ、リラックスして治療を受けていただける

環境となります。また、スタッフは患者さまが自宅での生活・仕事への影響を

最小限にとどめて治療が続けられるように、主治医・がん看護専門看護師・薬

剤師・各診療科看護師・がん相談支援センター等と連携をとりながらサポート

していきます。治療や副作用について、わからないことや不安なことなど、遠

慮なくスタッフにご質問・ご相談下さい。 

 

場所：2階 化学療法センター 

外来診療日時：月～金曜日 8:15～17:00（祝日・休日を除く） 

※主治医が化学療法センターでの治療が必要と判断した外来患者さまが対象と

なります。  



４ 

 

 
  

 日 時  １０月２５日（土） １３時００分～ 

 場 所  東北労災病院１階ロビー  

 

 講 演 「腎臓を守ることは命を守ること」 

 講 師  東北労災病院 高血圧内科部長 宗像 正徳 先生  

 

 講 演 「自律神経と病気」 

 講 師  東北労災病院 心療内科部長  田口 文人 先生   



５ 

 
登録医ご紹介                    

当院は昭和４８年に金渕外科として、泉区将監（当時は泉市）に

開院いたしました。外科医であった父が病気療養のため平成２年

４月より私が副院長として開業し、平成３年４月より金渕整形外

科クリニックとして、整形外科の専門クリニックとしてスタートしまし

た。 

 私はそれまで西多賀病院に勤めていましたので、整形外科の中でも脊椎

を専門としており、開業以来東北労災病院の脊椎手術のスタッフとしてお

手伝いをさせていただいております。平成１３年にMRI検査機器を導入し、

昨年１．５Tの機器に更新いたしました。脊椎の専門医・指導医として、よ

り正確な診断と神経ブロックによる治療を行い、手術の必要な患者さんは

より適切なタイミングで紹介するように心がけています。 

 当院のもう一つの専門領域が骨粗鬆症です。平成16年に腰椎及び股関節

の測定もできる骨密度測定装置を導入し、現在でも国際的な骨粗鬆症治療

薬の治験も行っております。骨粗鬆症による骨折で寝たきりになる可能性

の高いのは、脊椎と股関節の骨折ですので、危険性の高い部位で測定する

ことに意義があると思っています。脊椎の専門医として、骨粗鬆症による

脊椎圧迫骨折の予防のため、骨粗鬆症の早期発見と治療に努めています。 

 泉区も高齢化が進み、将監地区が開発された昭和４５年頃に働き盛りで

あった３０代・４０代の方も現在では７０代・８０代になりました。腰

痛、ひざ痛、手足のしびれ、転倒による骨折など整形外科の必要性はます

ます高くなっています。高齢になっても、健康で長生きできるためにロコ

モの啓発を行いながら日々診療をしてい

ます。 

 地域と基幹病院の連携は非常に重要

で、基幹病院の外来機能がより良く働く

ように、手術の必要な患者さんを紹介す

るようにしています。また、手術後の患

者さんが安心して地域のクリニックに戻

れるように、なるべく毎週の手術前カン

ファレンスに参加し、地域の医師と労災

病院の医師の顔が見えるコミュニケー

ションをとるように心掛けています。  

金渕整形外科クリニック 
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仙台市若林区新寺3-13-6  

022-297-0208  
仙台市泉区実沢字立田屋敷17-1   

022-378-5666  
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仙台市宮城野区岩切字稲荷21  

022-255-5555  

三次元【３Ｄ】手術用内視鏡 導入のお知らせ 
 内視鏡下の外科手術である「腹腔鏡下手術」における近年の進歩はめざましく、まさに日進月

歩の状態です。当院内視鏡下手術センターでは腹腔鏡下手術に傾注しすでに胆石、総胆管結石、

胃癌、大腸癌、ヘルニア、虫垂炎などをこれまで約7,000例を経験し良好な成績を患者様に提供し

て参りました。 

 腹腔鏡手術とは臍部を2.5cm程度の切開にて開腹し、腹腔内を炭酸ガスでふくらませて、臍部か

ら腹腔鏡を挿入した状態で、腹部の4ヶ所に小切開をおき、手術用の器具を挿入して行う患者様へ

の負担が少ない手術です。術野を拡大視できるため、従来の開腹手術よりも高い精度で行うこと

ができるという大きなメリットがあります。 

 このたび当院では、東北地方では初めて最新鋭である三次元【３Ｄ】の内視鏡を新たに導入し

ました。３Ｄ化されることによって、映像は立体感・奥行き感が得られ、執刀する医師の負担は

格段に減少し、より一層の安全性・確実性が向上した腹腔鏡下手術を患者様にご提供できるもの

と確信しております。 
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健診特別コースのお知らせ 
このたび、人間ドックでのみ行っていた検査の一部が健康診断のオプションとして選択でき

るようになりました（※条件あり）。 

 今まで人間ドックを受診したことのない方には、全てのオプション項目をご選択の上での

受診を推奨いたします（特に30代以上の方にお勧めします）  

※ご留意事項 

①健康診断は予約制となっております。お電話にてご予約ください。 

②人間ドックを優先いたしますので、ドックの予約状況により日時をご相談させて頂く場合

がございます。 

③検査項目によっては、緊急を要する患者様の検査等の理由により待ち時間を頂く場合がご

ざいます。 

  

 日 時  １１月１５日（土） １３時３０分～1４時３０分 

 場 所  東北労災病院１階ロビー  

 

 講演名 「四つ葉の会主催～稲垣達也とDELTAユニットコンサート

 



平成２６年１０月１日現在 

８ 

【受付時間】８：１５～１１：００（初診・予約受診の方） 

      ※再来受付機の受付は７：４５～１１：００ 

 夜間及び土・日・祝日は救急対応 

発行者 広報誌編集部会 


